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一方，現職保育者は，免許状更新講習に参加した 41 名（男性３名，女性 38























































































                     保育者志望学生    現職保育者      F 値    
 
 
1.保育職への興味・関心              12.91（ 1.85）          ―                  ―  
 
2.保育職の理解                       8.55（ 2.06）      10.07（ 1.35）        15.82 *** 
 
3.保育職へのコミットメント           9.07（ 2.62）       9.71（ 1.83）         1.64  n.s. 
 
4.保育者効力感尺度（三木・桜井）    44.38（ 9.32）      45.59（ 7.15）          .44  n.s. 
 
5.幼児の発達に及ぼす環境要因の占有  63.88（19.63）      83.29（13.54）        27.38 *** 
 
 







                       1.     2.     3.     4.     5. 
 
 
1.保育職への興味・関心                          .482**     .623**     .487**    -.344* 
 
2.保育職の理解                        ―                   .603**     .596**    -.245  
 
3.保育職へのコミットメント            ―        .444**                .517**    -.107  
 
4.保育者効力感尺度（三木・桜井）      ―        .538**     .496**               -.408** 
 
5.幼児の発達に及ぼす環境要因の占有    ―        .171       .473**     .172             
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２ KHCoder による環境概念の量的検討 
保育内容「環境」に関わる，学生及び現職保育者の環境概念の特徴について
全体的な傾向等を検討するため，全記述データを対象にテキストマイニングソ








分かち書きし，16,988 語を抽出した。抽出語の種類は 1,321 語であった。その
中から 6,596 語を分析に用いた。分析に用いた品詞は，KHCoder の品詞体系に
従った。また，一部の語を分けず，強制抽出の処理を行った（例えば「環境構
成」「人間関係」等）。「思う」等の一般的な文末表現の語は分析から除外した。
表３には，頻出語上位 60 語とその出現回数を示した。 
次に，学生及び現職保育者による記述の全体的傾向を把握するため「共起ネ
ットワーク」の検討を行った。共起ネットワークとは，「出現パターンの似通っ 
抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
子ども 324 与える 47 安心 23 付ける 19
環境 313 学ぶ 46 家庭 23 取り巻く 18
幼児 153 様々 41 関心 23 適切 18
保育者 123 興味 39 心 23 感じる 17
成長 98 人 37 物的環境 23 変化 17
関わる 97 大きい 36 遊ぶ 23 理解 17
大切 91 遊び 32 経験 22 大人 16
力 79 構成 29 自ら 22 育む 15
整える 74 行う 29 自然 22 応じる 15
必要 69 自分 29 身 22 過ごす 15
影響 65 人的環境 29 活動 21 機会 15
重要 65 全て 29 関わり 21 求める 15
保育 65 育つ 28 友達 20 形成 15
発達 59 回り 26 子 19 工夫 15




抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
子ども 324 与える 47 安心 23 付ける 19
環境 313 学ぶ 46 家庭 23 取り巻く 18
幼児 153 様々 41 関心 23 適切 18
保育者 123 興味 39 心 23 感じる 17
成長 98 人 37 物的環境 23 変化 17
関わる 97 大きい 36 遊ぶ 23 理解 17
大切 91 遊び 32 経験 22 大人 16
力 79 構成 29 自ら 22 育む 15
整える 74 行う 29 自然 22 じる 15
必要 69 自分 29 身 22 ご 15
影響 65 人的環境 29 活動 21 15
重要 65 全て 29 関わり 21 める 15
保育 65 育つ 28 友達 20 15
発達 59 回り 26 子 19







示した（表示語数 59 語（入力語数 62 語），表示共起関係 90（入力共起関係 119），

























































保育者 .548 子ども .480
環境 .521 人的環境 .435
幼児 .500 大切 .383
関わる .492 整える .367
必要 .441 物的環境 .348
子ども .436 保育 .288
影響 .421 大きい .245
重要 .414 心 .229
人 .404 全て .216
成長 .400 遊び .216
表４ 群毎の特徴語とJaccardの類似性測度
保育者志望学生 現職保育者
者 . も .
.521 環境 .435
.500 .383
関わる .492 整える .367
必要 .441 物的環境 .348
子ども .436 保育 .288
影響 .421 大きい .245
重要 .414 心 .229
人 .404 全て .216
成長 .400 遊び .216
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Characteristics of the Environmental Concept of the Students Who Aim to Work in 




This study attempts to reveal the characteristics of the environmental concept 
students who aim to work in the childcare field before they take classes about 
childcare contents “environment”. In particular, I collected descriptive data 
using the “Sentence Completion Test” to capture students’ environmental concept 
before they take childcare contents "environment" classes in their childcare 
vocational school. The descriptive data was mainly put into a quantitative analysis 
and qualitative analysis using text mining. Students’ characteristics is also 
examined in a comparison with the environmental concepts of current childcare 
workers. The result suggests that there are differences between those students and 
current workers in terms of "understanding the role of childcare workers in the 
environment", "understanding the controllability of the environment" and "basic 
positioning of environment".  
 
Keywords :  childcare contents “environment”, environmental concept, students 
who aim to work in the childcare field, current childcare workers 
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保育内容「環境」の授業前において保育者志望学生が抱く環境概念の特徴
─ 13 ─
